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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、ヒストンシャペロンタンパク質のH3/H4ファミリーのメンバーをコードしており、酵母のanti-silencing function-1遺伝子に類似しています。コードされているタンパク質は、細胞周期制御キナーゼであるtousled-likeキナーゼファミリーの基質であり、ヌクレオソーム組み立て部位へのヒストンの一定供給を確保することで、クロマチンのヌクレオソーム構造の調節に重要な役割を果たすと考えられます。
	研究分野
	-
	画像データ
	

	黒線：コントロール抗原（100 ng）；紫線：抗原（10 ng）；青線：抗原（50 ng）；赤線：抗原（100 ng）
	

	Hela（1）、COS7（2）、HCT116（3）、およびCHO3D10（4）細胞溶解物に対するASF1BマウスmAbを使用したウエスタンブロット分析。
	

	ASF1B マウス mAb (緑) とネガティブ コントロール (赤) を使用した K562 細胞のフローサイトメトリー分析。

